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5 万分の l 地買図幅

説明書 厚床および落石岬

北海道立地下資源調査所

北海道技師三15-勝利

同 石山 昭ゴ

同 小山内 臣巳

はしがき

り"I路一第 26， 39 号)

この図III日説明書は，昭和 33 年から 34 年にかけておこなった，野外調査の資料をも

とにしてまとめたものであるつ

調査にあたっては，市東部から北部の地域を三谷が， I旬-西部地域を小山内が分担し

たっなお石山は，全地域にわたって火山氏層の追跡をおこなった。火成岩類の岩石学

的観察は，藤!京哲夫技師の労をわず、らわしたコ

報告にはいるに先だち，ご援助をいただいた藤原哲夫氏，いろいろと参考志見を賜

わった北海道開発局北川芳男氏に深謝する。

I 位置および交通

この凶~J話は，北緯 43、 10'-43"20'，東経 145)15'-145 ニ 30' の地域を占めているつ行

政上は，大半の地域が根室市に属し，南西部に浜中町・，北西部に別海村のそれぞれ一

部が位置しているつ

交通路線は，南部地域をほほ、東西に，国鉄根室本涼が，西部地域を標津線、が走り，

また， rlt央地j戒を国道が東四に通じている'"なお，パイロット・ファームを通る閉廷

道路が，恨室木市泉沿いに開さくされつつあるつ

これらの主要幹線を結び市北の方向に走る道路は，台地 t-_に数条つくられている

が，いずれも馬車道ないし歩道程度であるつ

交通機関は，国鉄だけであって，パス路涼は聞かれていない。

市街地は，恨室本線乃沿線に，厚j末，初回牛，別~H~などがある。また，海岸に沿
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つては，点々と漁師部落がみられる。

この地域は，四季を通じて濃霧がいちじるしく，また，冬期間は，表土の凍結が深

くにまで達するために，平坦台地上は大部分がツンドラ地帯を形成している。したが

って産業上ほとんどかえりみられなかった。近年，ツンドラ地帯の開発が強くさけば

れ始め，この地域も牧畜を主にしたパイロット・フアームとして開発が進行し，有畜

農業地帯に発展しつつある。

II 地形

この図l幅地域の地形は，つぎの 3 つの地形区に区分できる。

1) 平坦な段丘性台地

2) ほぼ平坦な低夷台地

3) 沖積氾濫原および海岸低地

1) の地形区は，厚床~根室を結ぶ国道の市から海岸』こいたる問の，ほほ、東西に走る

平坦台地である。この台地の基盤は，根室層群の地層群が発注している。第 1 図の地

形復元閃でみられるように，この台地のむしろ海岸寄りの地域に， 標高 60~80m の

閉等高線が，海岸に平行に続し、ている。この 60~80m の平坦台地を中核として，そ

の周辺には，標高 50--10 m の緩く傾斜した平坦台地が ， J.ム‘く発達している c この両

者は，いずれも現在の海岸線に並列し，海岸段丘地形を構成している。

この東西方向に走る平坦台地のうち，高位のものは，第 2 [i<: Iの地形復元凶でみられ

るように，根室半品の末端から厚岸北方を通って，釧路北方の平坦台地に連なってい

る c また，厚岸から 1111 間同;半島にかけた地域には，これとほぼ同高度のもう 1 条の平

坦台地が発達していて，これら 2 列の高位台地にはさまれて，広い低位の段丘性台地

が形成されている。

このような地形状態は，凶!隔の北半部でも反復されており，中核台地の北担 IJ は低位

の平坦台地がしめている c

2) の地形区は， 1) の北側の低位平坦台地のさらに北方に広がった，やや解析された

台地である σ 基盤岩は，洪積世前期に属する風;室内 l層であって， 1) の地形 l疋の基盤岩

とは，岩相，硬度がし、ちじるしく異なっている。一般に， この地形 l互は，標高 20m

以下の台地であって，台地の延長方向は， 1) とは異なって，北々東一市々同に走り，

北方の根お II原野に連なっている。

2 -
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3)の地形区は，上記した1)，

2)がつくる平坦台地を刻んで

作られた大小の河川流民，海

岸および湖沼周辺などに発達

する沖積低地であるc

この閃III長 内では，2)の地形

!瓦に附l泊して広く発達してい

る。

以土3 つの地形lζから構成

されたこの[司幅地域で，とく

( に特辛:的なことは，ちがった

主地質時代の基盤岩がつくる地

語形l)<= iJ~ ， 基盤岩の分布の方向
叫 に大きく支配されていること
剖

ξ である。すなわち， 1)の地形
示」

否 l互は，釧路から根室半れにし、
許イ

:r::: たる東直方向の海岸に 平行

した分布状態をもっ恨室層群

雲 の地層群が作る平坦段日生台

撫 j也の一部であり， 2) の地形区

は，失 If 床半島から摩周湖にい

たるほぼ北々東一 I言々悶.の新

期火山群山系の前面に広い緩

斜面をつくって広がる恨 j)l lf 京

野の一部をなしている。そし

て，これらの台地の延長方向

は，互に斜交し，かつ 2) の地

形民が 1) の地形|乏をおおって

いるような状態をしめしてい

マ
会主。



水系は，大局的にみると，まえにのベた1)地形区の凹部に，大きな ;uJ川として別当

賀川が流れており，これから台地を胴切るように多数の小河川や沢がつくられてい

る。

1)地形区では，中核平坦台地を分水として，その南北に，多数の沢が刻まれている

が，中核台地の占める位置に支配されて，その流路は，北流にくらべて南流河川は短

く河床も急斜しているつ

この傾向は， 2)地形区にもみられ，北流する蛇行のいちじるしい流路が，低夷な台

地を諮って多数発達している。

この図幅の北東部には，海岸線に平行して，狭長な風蓮湖がつくられている。この

湖と根室湾との聞には，細長く砂川、|が張出しており，湖日はせばめられている。

この湖は，根室湾の沿岸流でつくられた砂川によって，湾の一部が閉鎖、されてでき

た閉塞湖である。

これら各河川流域および湖の周辺は，湿地借をなしており，ヨシ・アシの繁茂した

低位泥炭相がつくられている。

III 地質

111.1 地質概説

この地域に分布している地層は，第 1 去にしめしたようである。すなわち，上部白

望紀の根室層群，第四紀の風蓮湖層，段丘堆積物，および数枚の火山灰層から構成さ

れている。

根室層群は，北海道東部の釧路付近から根室半島 Lこいたる 140km の広範囲にわた

って発達しており，この地域には，同層群の恨室累層および長節果層が分布している。

おもに，砂岩と泥岩の互層岩相である。また，この地層中には，ほぼ同じ時期に活動

したと考えられる粗面組粒玄武岩が岩床状に注入している。根室半島内では，同じ火

成岩類が併盤状の大きな岩休をなして地層中に近入しており，また，特ちょうのある
]):2):~)

ー車石、状の節理構造を形成していたが，この図幅内では，岩体の規模も小さく，放

射状節理も不完全になっている。

風蓮湖層は，第四紀洪積世の海成~汽水成堆積層で、あって，根室層群を不整合にお

おって，おもに北部地域に発達している。海棲介化石をわずかに産出する。この地層

からは，地質時代を決定する古生物学上の資料はえられなかったが，分布状態および

-6-
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第 1 表地質 )'，" 1 f} 去

上位の地層lif との果重関係から， iji;出 jil:rjljJ Ulに同するものとお-えている。そしてその

一部の叫は釧路層ふこ対比で、きるものと忠われる。

↓交正司UN物は， まえにのベたJ也 Jfjの引で|ベ分した1)地)11IKiAJ のり:r'::j 50~10 III の低

位平JI J，台地をつくって海岸沿いの地域にた注しているつ

火111灰層は，洪積世に屈すると忠われるJ也!日;が 3 枚， )1[1前世のものが 1 枚分イIi して

いるコいず、れ州;0I/JJj~!frfの刷枇つくってた注するものの一部てあって，削 2の

分1誌による昨日付充ないし助、佐ff杭火山i)く!?j の-i71;の地)廿で、あろうっ

III.2 地質各説

III.2.1 根室層群一上部白霊紀

この閃幅内には，恨宅問lI '(rll の恨空ぷ j司および長自白井 uγj が分布している c
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この府昨は，上部白望紀の1m/fIT世ーへトナイ 1ftに屈する地層と考えられているが，

近年その一部の地層から，夕、ニアンを示準する有孔虫が採集され，第三紀前期の地層

も一括されているのではないかとの疑問がもたれている c

III.2.1.1 根室累層

1957 根室 iJ訂守日仏:々保推

1958 i1t'"';i.黒間 三{~勝利

閃if1日内の大半の地域をしめて分布しており，5.) IJ 当 1'U 11 流域に模式的に発注している。

分布状態は， N608~80° E の走向で，海岸にむかつて 100~20° の緩傾斜した単科

構j告をしめしている。

この同l隔地域に琵達する根室黒屑は，おもに砂岩と iJ己目との互層岩相で構成され，

棟計，角球凝灰岩，凝灰;うなどをともなっている c

砂宕には， II吉弘色の色調をもった相粒~中粒の 7iJ;'f'j- と，?!?古灰色の，I'粒~綱粒砂岩

り

とがある。前者は，市にたそンシスM、岩ミと ~L子ばれ，塊状，堅h更であって，多くは，

5~10m の厚慢をなしている勺凝JX'ytの小さな白色斑点が特ちょうI'J守な岩相をもって

いる。また，任 1 em 以 Fの円時をふくみ，部分的に時質砂岩相をしめすものもある。

顕微鈍 Fでみると， 1~2mm ていどのやや角ばった背通輝石安山岩の一有片と， n形

結!日を残した判長石・??通輝石などの鉱物片を主要構成物とした塩主性の凝灰質砂岩

であって.これらの問を緑泥石や方解liで充j可している「そのほかに少量の黒雲ほや

石英をふくんでいる。

このfi'!;引が厚く子とをしているところでは，石付としてほ刑されている。

巾粒~佃粒砂;LJは，内fi更で， 1'11状府JIJtや王ーを状構造がた注した，均質な17相をしめ

しているの一般に任官と互!日し，あまり可J骨として発注しないようである。

顕微鈍ドでは，おもに， 径 O.16~O.65 mm ていどのやや角ばった石英や科長石の

岩石 ii-からなり， そのliD を任 0.02 mm 以下の償却司な石英，相支悶および粘土鉱物が

充摂しているハそのほかに少足の輝行煩やチタンイ iをまじえている。中H粒砂行にくら

べて ， r唆ぞ1:な有1成をしめしているつ

況討は， 11i'(灰色の色調を示し，やや堅硬である r 角収状の同盟をしめし，玉主主状構

造の発注するものが多いっ一部には， rUTで故宿町耐な店十LI をふくんでいる。

角 II来凝灰 1>; は， II(~-ね色ないし店灰色の色荷をもち，やや堅f買で塊状の岩1日をしめし

ている。
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第 4 図 恨宗 J共用に介在する角礁凝灰岩

x20 II ニコノレ

一般に， 2~5m の早さで正!日 lドに介在しているが，ときに粗 :j: :L 砂 f~} Ijtの一山む相を

占ることもある c

顕{微故;抗立干下-では， j料;司、千i 長イμi と i中i戸1.~~~!げt'，師i市，lit行1η〕刊川j主:r山[

ている C また ， j(，、武 1T'['1の角川、を多数ふくんでいる。

これらの岩相は， 中料机!lin而d 、f判和fれ肌lIt，杭立iJ;:'t'

ブカJ'、ラス，村山イ iおよびそのほかの粘土ι竹が充lin しているコこの rrJItT! i疑 I:J<Y; は，構成

組成からみて，塩法性のものであって， f1l dUfH粒よ式むの火成il~:f0Jとー辿の関係をも

っているものと考えられるつ

凝灰岩は， {炎灰色の色)M をもち， t似「弓〈ι状Iた川;た~}fl:~_一叩!I型H をしめしている針却制羽iリif:\、:リ'

相があつて， ときに ii白灰色♂)WIかい川 II ~たね III がた注している《 ・対立に 5~20cm

ていどの与さでj也 li/'llft に J央まっている

顕微下で、は， おもに if 0.01mmj ')，ドη{批判!な粘土紘物および，iii.E色 のゾJ ゾスで構

成され， その~jlに任0.02~0.08mIllていどの ii 児 J: や融制 i 状の， 1 ，1じ ~IJ がほ在してい

るごときに， J;I 長 Ii をまじえているヘその惜1;.児科 ttl>!: は酸性二のむ l"J をしめしている。

この市 1M.}:; 疑11< むのほかに，よ /)1 を多くふくんだ j 子{， 'lUll れ;疑!ゾくれがわずかに介在し

ている。

恨主主住居は，全 J悼を通じて， よく Uた Ilq::I~~in 粒砂むと i!日計とのは持 11~1 '，')から構成
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されており，全域にわたって追跡できるような，特ちょうある岩相をほとんど介在し

ていない。

岩1、日J:からは，下部は，砂岩と泥岩の 30-50cm ていどの薄互層と厚さ 5-10mの

相粒_rll粒砂行との五目黒層をもっている。ところによって，連続性に乏しい角礁凝

灰行，棟、むなどを挟んでいるの

IN市は，一般に巾粒~納粒砂宕と泥宕との互層黒田であって，ときに薄い角陳凝灰

岩や眼目をまじえている。

上部は，中粒~細粒砂宕と泥岩との薄い互層である。やや堅硬な凝灰岩台数枚はさ

んでいるのなお地域によって，粗粒砂岩田を数市介在している。

この地府からは， 33m 独立標高点附近の ~IJ当賀川 l沿いの保有場に露IUする rtel粒砂岩

から ， InoceramuskushiroensisNAGAOetMATTJMOTOが産出しているの

用FZは， 1,800 m以上lこ達している。

III.2.1.2 長節累層

1957 長節砂円泥む肝 {主々保可 t

1958 長£;ij ~共同 三行勝利

この地周は， [~~~人，フレシマおよび三p.\只の海岸 :i{ 品、の j也h"< に分布している。

分布状態は，下位の根室黒層と同じ構造をしめしているが，この地層中には，大き

な境問の府間摺 rtlj の発注した部層を介在しており，地層の走向・傾斜は変化にとんで

し、る。

t民主~~府との;;ミ -iff 関係は， [l'n 主観察できるところがないが，構造上からみると整合

的であるつ

この地問は， f;~J;工 J と泥討の互府から情日立されており，角球 i疑IX 右，凝灰岩， ~来店な

どを介在している。

砂むや r) 己れは，十只宝黒田の構成!fi -Hl と煩似している。

11葉山は， f~ 5em 以下のIW円~亜ff]慨を訓燃や fr少で、充Jilt している c 礁量は少ない。

醗簡は， ¥rtf";-' 砂 1'~-' ;f:1l面相粒生;ii-t.:1'tおよび崎行や判長イ iの鉱物nーなどであって，粗

和:玄it.: fliが口立っている。このE索引は， {i少山中にレンズ状に介在していることが多く，

連続|主に乏しい。凝;J(~~~~.は，灰白色の色凋をもち巳1i1iである。陥灰色の縞日状葉埋が

発注している。

このj也府は，構成れの f';-nが恨宝以11? と煩似しているが， !iJ相からみると，かなり相
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遣しているコすなわち，この地周は，いちじるしく複雑な困問摺山構造をもった村異

な准¥timを!日]にはさんでいるコこの居間異常的は， ?J己主J と砂1fの五!脅から構成され，

局部IY]に峨 iljや角時凝らて7j を介在している?

そして異I/h't有;h\j、 il J)ド位には，Ii:市果店状態を保った iJげ7の tif ，1主した砂おとの互)吾

fir; が充，II しているす

長iHj;f~)詩は， jzl号を主じて，不出[!iJtJ..杉村乃 Wr可:turJ'f.よ式むの巨棟ないしむj唱をふ

くんでいる〉そしてときに，この ~li· )~のは辺市分に角球凝灰むや集塊干;'i)~の円相がと

もなわれているのがみとめられるつまた，異常堆積十tl中には， *Ilr面利粒玄武 {I~. j鬼と堆

積!千?との肢触1;1; に， ，~1，{イ~mのできているも乃がある{この状態は，粗粒子玄武むが喋と

してではなく， 17床 J)ーすi; として長泊三肩IIIに j1tノ九したようにも，観察できるつ

化石は，みとめられなかったコ

1)

宅告は，長節 LF! 、層が悼式 :YJ に:己主する「伝子三 IN 印U [;(!IIJ 日におし、て，長 i~目黒田から l主
<J)

する軟体動物化石 Ji干が，下位の地周訂から産 11\ するものと性格が相返しており，下位

の地!出 n と整 f? の店主関係とみることにし、く分の疑問がある勺また，この思問中から，

NeophyllocerashetonajensisMATUMOTO および Inoceramussp.(n.sp.) などの E

日:白望紀後期を IF' 宇ーするに ri を産 !H しており，へトナイ l止に属する J也悼と与えておい

たコ
の

最，;'1，浅野清らによって 'I 在日海岸にた注する長 iii'i 長!首 '1 1から 'I~':%} 三紀 rlH JtJjを示

準する盟 4な夕、ニアン有イ L1~ 化石が Jc 兄されたコそして， この地 h域究の i長ミ訂 i陥1前h黒!層脅と，宰

者の J係柔集した f~二i剖部1市:白 ι空1主J長:示記己ノ心 Jβl 干宇:の{化ヒイ仔-lの j庄主白 IH :r地也也，点 h

大きなとフア一ナ/ルしブ、リ一ク、のあることカが:司 J指旨出 if肖品されたコ

この|斗 III 同地域に充注する長筒井;屈についても，まえにのべた観点に立って細かし、 i珂

査をおこなったが， Ii:]) 起の昨決点となるべき資料はえられなかったっ

)冒厚は， 300m 以上をしめしている。

III.2.2 第四紀層

この凶 II! 品内に発注する抗凹氾 j司は ， vi;li¥(H: 乃!氏 jfiMJ!~ ， t三丘堆在日払ヤリムカシ火

山氏周，厚床火山氏 Hf!: ， {lt' 前 Itt の軽 E l' t火山 l久!骨， (ル五:， i日出原および i~j 也j官漬物な

どであるす

III.2.2.1 風蓮湖層(新称)

厚床一恨室を主 lii ぶ同 j立 l乃Jヒブ j地域に分布しており，ヤリムカシ{じ立の!試運 II~JW に良
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いる。

じり合った岩村i をもっている。

るっ外観上では，アルコース買の砂に似て

第 6 図 風蓮湖回および

上位jit積物柱状凶

1:腐植土壌

2:泥

3: 砂~砂礁

4: 火 Il l'!生砂陳

5:粘土質火山灰

6: rfl 粒火 III 灰

7:白砂様火山民

8:粗粒火山灰

9: 軽石質火山氏

10:泥炭

この地層は，柱状閃にしめすように，大 11: 褐鉄層

部分が火山氏ないし火山灰佐官旧から構成 12:化石

され，泥炭化した植物有!百貨物質をかなりふくんでいる。そして， 1\品問;の浪集市を 2

枚はさんでいるつ

この地層が模式的に発達する風蓮湖岸のものよりも下位の部分と思われる岩相が，

桐粒質のものは，砂粒をかなりまじえた

岩相をしめしており，植物性物質をともな

っている。また，軽石や火山岩慨もみとめ

られるつ

粘土質火山灰は， II古紫色の色調をもち，

火山灰とやや泥炭化した植物性物質とがま

好に露 11\しているつ

分布状態は， N40c
-50コ w. 58NE のよ

向・傾斜をしめしている σ

この地層は，第 6 凶の柱状 μi にしめした

ように， {Ft ，火山灰， ti少買火山!ん泥炭質

粘土，砂{J3I~などから構成されている

況は， II古灰色の色 i凋をもち，風化すると

青味を fR- ぴ、てくる。軟弱でかなり水分を市

びているつ花， t1には，やや泥炭化した植物

有機物質を多数ふくんでいるほか，大豆大

1X ドの円礁をともなっているつときに， {'¥

JJ(~ 海水出介化行を産するコ

火山氏は，軽 -fi をふくんだ相粒質のもの，

桐粒~粘土質のものの両方がみられる

粗粒質火山氏は，灰白色の色調をもち，

軽石のほか石英粒や砂粒を多数まじえてい
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36.7m 三角点付近の国涯の切り;切りや厚床 iii街地付近に，相粒!i来層として分布して

いる。そしてこの右ー相巾から Venerψis sp. そのほかの海怯介化石の破片を採取し

ている。

風蓮N品層は，構成岩十[1からみて，汽水jF~の iT11 1 (地で・形成された火山1生堆積層であり，

下部相は海成の地層であろうと思われると

この|斗 II屈の隣住地域で， J!孔蓮iiyJJ曽と類似した右相をもった地層は，姉別i斗 III長|什の風

蓮川岸に民IU している。この地点で、は，最下位に Ostrea 密集帯のほか多くの海陵介

化石をふくんだ海成の砂礁周があり，上位にj尼!吾，火山(主岩間が示品、て累重している。

この化石群集は，道東地域に広く分布するおII路胃昨中から産出する群集とよく似てお

り，化石を PriLlした地層は ， ~J[IE，各層群の一部地層に相当するものと考えられる c 同日5・

に，風)IN叩吾の一部も路路層群に対比できるのではなし、かと思われる。

産出化石はつぎのものである。

Veneruρis sp.

Macornosp.

その他 2 牧介化 1ni 破片

)首!享は， 13m 以上をしめしている。

III.2.2.2 段丘堆積物

|三 ji隔の市制 iJ海岸および東梅付近で，基盤の担主層昨の i也恒をおおって発注している。

地形でのべたように，この地域には， 2 段の平坦段丘白地が発達しているが， ~首位

の 80~60m の台地には耳 Hili 物は残されていない。

この段丘 Jit 積物は， 40m tJ、トーの台地をつくって発達するもので，北海近全岐に広が

る{氏{立e~Idこ対比で、きるように思われると

球!留と砂層との不規則准積回で構成されている。

時!吾の球は，任 20cm 以下の円形~百円形であって，社よ主u舌肝を構成する iit宕，砂

ffのほかtil面粗*\1::玄武行，あli杭計，赤色チャートなどがみとめられる c

序さは 7m 以ドである

III.2.2.3 ヤリムカシ火山灰層(新称)

風蓮 iii 自問 }j の解析台地をおおって分布しており， 36.7m 三角点の l可 }j の lE I，;亘切り訓

J手床市街の明治乳業工場の地下 IJ ，}! 二} i 掘さくの際にみとめられている。

判' 未調査
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りでよく観察できる。

砂丘火山灰，微細火山灰および合陳火山性砂から構成されている。

7;'少質火山灰は， i~灰色の色調をもち，砂粒や微細礁を多くまじえている。

微細火山灰は，淡黄色で，細かい軽石片をふくんでいる。

合蝶火山性砂は，任 3em 以下の角形~亜角形の擦と砂粒とを多くまじえた， 火山

性耳t漬物である。時間は，根宇:層群を構成する泥岩，砂岩，凝灰岩のほか，粗面粗粒

玄武岩，赤色チャート，粘板岩，軽石などである。

この地層の模式地点で、は，下部が砂丘火 rUl:k層，中部に微細火山灰層をはさんで，

上部は合瞭火山性砂層で‘構成されている亡なお，このと司;の岩相中には，陪灰色~黒

色のスコリア質火山灰薄層をはさんでいる。

J享さは，風蓮湖咋で 150 em , 1莫式jmA~ て、 150cm 以 tをしめしている。

III.2.2.4 厚床火山灰層(新称)

この火山灰層は，厚床付近を中心にして，平坦段丘台地をおおって広く発達してい

る。

岩十目上から， 2F膏に区分できるハそれぞれ第 1 層，第 2 層と呼ぶことにする。

III.2.2.4.1 第 1 層

平lli.EZ丘台地のほぼ全域に追跡できる c

構成岩相は， f王 2cm 以下の軽石片を多数ふくんだ，黄褐色の火山灰であって，砂粒

をまじえている c

校ょに的に発達する別主賀川鉄橋付近では，中位に粗い軽石の密集帯をはさみ，その

上下位に，粒度が漸次細かくなる累重状態をしめしている。

J享さは， 50cm 以下である。

III.2.2.4.2 第 2 層

un!: 脅にくらべて，分布はいく分せばまっている。

構成宕相は，貰褐色 ~11;";' 褐色の細かい火山灰で，黒色のスコリア片や火山岩 Hーをふ

くんで、いる。

外観上では，ローム状火山灰と似ている。

厚さは， 40cm 以下である。

III.2.2.5 軽石質火山灰層

この火山灰層は，下位および中位に化石商植土壌をともなって発達する，最も新し
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い火山灰である。図III両地域全域に泊跡することができる。

岩相は，径 3cm 以下の軽行が多い火山灰て、あって，露出では，五:褐色を呈している。

この火山灰層は，凶l幅内にかぎらず，東方の恨主半島地J!;I<や西7j J)厚岸凶l幅地域でも

追跡できる，村ちょうのある岩相であるつ

現地形面に支配された分布状態をもっており，沖積世になってからの火山l貸出物で

あることはあきらかであるつ

厚さは， 50cm 以下である。

III.2.2.6 砂丘

風蓮湖口に張LU した北側の砂川|の一部に，組長く形成されているつ

砂丘の高さは， 5m 以下であって，発注の良好なところでは， III両 50m ていどであ

る。この砂丘は現在も形成されつつあるコ

III.2.2.7 氾濫原および湿地堆積物

河川流域，海岸低地および風蓮湖周辺に発注しており，球， 1功，粘土および泥民な

どから構成されているつ

風蓮湖岸では，植物有機 n粘土および泥炭の厚い堆積物を形成しているコまた，海

岸でも i丁線から 50~70 m の間は砂浜が発達しているが，内陸地域は，湿地性堆積物が

埋積しているつ

III.3 火成岩類

この地域は，根室層群の堆積期を通じて，火成活動が盛んであり，堆積岩 It' に，多

くの火成岩煩が，岩床状に j正入している。
1) ゴ)::)

この種の火成岩煩は，恨室半島の地域においては，大!北模な併盤状~右床状店休を

つくって淫入しているため宕相もかなり変化にとんでいたコしかし，この凶幅内で

は， .i正入古体の規模が小さいため，f{ Ji 自の変化はあまりみとめられない。

アルカリロ的性質をもっているが，恨室半島にくらべて，浅 i夜によるアルカリの浸

集が，あまり顕著でないため，沸石煩の発注はみられないコまた，思 ZJ ほも，行主に

かぎってあらわれている点が異なっている。その組織も，一般に桐粒である。なお，

この地域では，斑品の ill に，紫蘇輝石が，ときにみられるが，これは，若干の混成作

用の彩誓と考えられるつ

III.3.1 かんらん石粗面粗粒玄武岩

おもに，根室累層中に岩床状に注入しているつ
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;恵茶人から力、、ツカラ ;Jl~の束力lこいたる問の海岸，および東梅付近の国道沿いの地域

に，大規模に発注している c そのほか， r主流する小沢Iドにも小岩休として分布してい

る。

第 8 図 岩床状 ill 入岩体と下盤地!昔

との関係(その 2)む 11は ， J!W< 色で， I 十1粒~制粒である

岩体の上下盤は，一般に不規則

な波状面をなしており，火成岩の

周辺部には念、冷相が形成されてい

る c また，堆積岩には出し、変質を

あたえていると

ri床の厚さは，数 m から 20m 第 7 図 岩床状泣入岩体と下盤地層

ていどであって，柱状副社里が)[)主 との関係(その 1)

するほか，枕状節理?欣射状節坪.をしめす

ものもみとめられる ~~lf[千九とよばれる

特ちょう lねな構j吉は，恨右半l@jJ也.rEXのも

のほど冗全ではなく，一店I;分がとJド J 九

をつくっているていどである。

顕微民下でみるじゃや斑状構造をしめすが，全体に，完品質であるつ

斑ilJ1 は，普通附イ[ かんらん石 判長引/ユヂリンt'f[{i. 紫蘇蹄{Jであって ， t1ji{i

;:f fや判長←行は，長任数 mIllに達する巨 dll が多い c

普通揮 1i は，淡緑色で，周辺がソーダ輝行に変っているものもある c 反応縁はみら

れない c

紫員長 fi ドイ iは，恨京、 ["'I i;土地 J~r~ の訂作中には，みられなかったが， この地域で‘はわずか

にみとめられる

かんらんイ iは， rJr 肘なものはなく，ほとんと、が i民主 k色の緑泥干 1 に変/)ているつ

判長 {j は， An60 ていとのもので，多くは緊 Jl 一双 till をなしている

エヂリン蹄 1i は， X==~L 弘色 Y=i 炎結色， z= 決u、黄色の多色性をしめしている。

石基は，おもに，十 i 会:!K の判長-， G (An30) ，柱状の単 1; ↓蹄イ r ，繊紙状 ~if ，z 状の~， lt2 ミ f:}.

などからなり，その問をアルカリ長石が坦!めている。

そのほか，柱状の隊以鉱，引 if: のチタン鉄鉱，柱状の燐一!ベ ιi などが散点してふくま

れている c
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第 9 図 かんらん石粗面粗粒玄武岩の枕状構造

(初回牛海岸)

第 10 図 かんらん石組問粗粒玄武岩の車石状陪造

(初回牛海岸〕

III.3.2 粗直粗粒玄武岩

おもに，長節累)骨 1 1'に有床 jたの小 hl. {·t;: や巨大な岩 j鬼でふくまれている c

岩床状自体では，前 Jfi の火 II定 14; と i司じく，柱状節理や不完全な!白身、 j状節理が発 jE し

ており，また， ~J -i令十日が形成されてし、るつ

tiJ 鬼をなすものは，外観七では，長節 ;+~J 再中にふくまれた時を忠わせるが，この岩

塊の吋縁日;には，包冷十日が形成され，また}，I i] 縁岩相が集塊引や角 l喋凝灰岩状を呈して

いるものもあって，やはリ， ZJ 床 ;1犬山 fi·; の校 ijlR の一部と考えるべきであろう。もちろ
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第 11 図 かんらん石粗由粗粒玄武岩

x20 1/ ニコノレ

。1: かんらん石 Py: 単斜輝石 PI: 斜長石

第 12 図 長節累府に社九した粗 [Hi 粗粒玄武岩

(三里浜)

ん，牒としてふくまれているものもみとめられる c

岩11 は，黒灰色で，相官〔である

顕微鼠下でみると，やや斑;[た構造をしめしているが，全体に，完品質であるコ

斑品は， i手通 *i~ イ j と字、 l 長イ iがた平をしめているヶかんらん μらし~、仮像もみられる
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が，完全に方向手fiで置換されてい

るので，よくわからない。

石基は，おもに柱状の科長石，

単斜輝石およびそれの変質した渇

色の緑泥-6，少量の，Etl、雲母で、あっ

て，この間を少量のアルカリ長イ i

が埋めているつそのほか，燐!J({i ，

磁鉄鉱，チタン鉄鉱などが散点して

ふくまれている。

この宕石の持ちょうは残波によっ

て，多くの炭酸塩鉱物が生成されて

いることである。

第 13 図粗間粗粒玄武岩

岩1兎と堆積岩相との関係(その 1)

第 14 図粗面粗粒玄武岩

岩塊と堆積岩相との関係(その 2)

IV 地買構造

IV.l 根室層群の構造

根室層群は，ほ f i" N600~80° E ・ 100~20° SEの/じ|古j ・傾科をもった単科構造をし

めしている。これらの地層には， N70コW~N70コ E の方向の走向断層および N35 コW

~N 300
E 方向のDIn]切り断層の 2 方向の断層が発注しているが，地層の転移は， あま

りみとめられない。

粗面粗粒玄武岩の計床状岩休の泣入している近くの地層は，道入による偏圧によっ

ていく分乱されており，小規模な摺曲や地層のひねれが形成されているつ

また，長節屑中には，いちじるしい層間摺山構造が発達しているつ

IV.2 風蓮湖層の構造

この地層は，軟弱な火山性堆積物であって，ほとんど走向・傾科を測定することは

困難である。 1~2 の地点でえられた/じ向・傾件および:f J1、日の分布状態から推察すれ

ば，基盤の恨京層群とは全く異なって，北方にむかつてわずかに地層が傾斜した，盆

状構造をつくっているように思われる。

V t也史

これまでのべてきたことから，この地域の地史の大要を推察する。
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この地域で現在みられる最も古い地層は，上部fc'cl~~紀!ITJiIJJ世 f愛知jによill積されたもの

であって，この地域の堆積期は，この時期にはじまっている。それ以前の基盤岩につ

いては，明らかでない。

堆積期は， i市 j可世後期からへトナイ世までつ I*;clt、ており，この地域に浅海成の厚い

:Lit積物を堆積した。これが根室開群の地層である。

この層群の地層堆積の問'flの海盆の昇I;年運動は，根室果)討のIl :j 期を頂点として， {相

次隆起運動ないし浅化作用に支配され， J[白物も ， i尼岩と砂行の立)司から，際岩へと

粗粒化していった。

火成活動は，根室累層堆積時には，わずかにアルカリ岩貨の塩基性~11-1性の火山昨

屑岩の活動がみられるが，さほどはげしくなかった。根室宗国恥積後，おそらく長出

黒層の:Lit積II 寺にIl !j今を同じくして，粗両組粒止;武むが，右床状~白i盤;伏の形態をとって，

おもに根室JJ4層中に近ム入したっまた，その一首;は長節果同It 1にも，小規模な店休や岩

塊として道入した。長節累屑の'Ilにみられる同問沼山構造は，このような火成岩の注

入というはげ、しい変動を反映しているものであろう。

この根室層群の中で，まえにものベたように，落μ海岸に百出する長節宗国から，

の
第三紀暁新 litの夕、、ニアン有孔虫化石を多産している。この地層は，現在のところ，ダ、

ニアン世に属するものかどうかは明確にきめられないが，もし，確実に夕、ニアン世の

地層であるとすれば，この地域(北海道東山地域)の白望紀から第三紀初頭Lこいたる

問の地史は，従来までと大きく変ってくる。すなわち，根室)司i咋の地層 1):-1で，長節果

居の一部岩相をふくめたこれより上部の地層m~が，第三紀暁新l吐の地層となり，現在

の長良iJ累層の中に，中It代と新生代を境する境界が引かれねばならない。この境界が

どのような形態をみせるかは明らかでないが，野外I珂itの品j~~からでは，整合的(平

行不整合の可能性もある)であって，明確な境はみとめられない。

この暁すTiltの化イ I を産するJ也国は，北海近全j戒を通じて，道東地域、にかぎって知ら

れているものであって，この地域の第三紀の基盤運動に新たな悶 fを}][lえることにな

るつしかし現段階では，長節呆層の一部岩相IIIから，夕、ニアン有イL虫化石を豊高に

産すること以外には，屑{立学的，地史学的に明瞭な地質現象は発見されておらず，決

定をくだすまでにはいたっていないっ

第三紀l時代に，この地域が堆積i亙となって地層がJi主的したかどうかは，第三紀の地

層が欠|みしているのでわからないっ
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第四紀洪積 Ut-にはいると，ふたたび，この地域には海水が進入し，風蓮湖層の海成

用が堆店した。この海域は，引続き海退期にはいり，また周辺地域では火成活動が旺

盛となり，汽水i)1\:~海岸の平地と思われる地域に，火山灰を主体とし泥炭質岩相をは

さんだ地層が形成された c

その後，この地域は，隆起運動に支配され平岡化作用をうけて，広い平坦台地を形

成したの

ついで、 lJIJttitt中・後期を通じて， 2~3 同の昇降運動をうけて，平明台地上に段丘堆

積層を形成しつつ， l~ij剥と平恒化作用を続けていた。

洪積jI!:末期には，周辺地域に起こった数度の火成活動によって噴出した火山灰が，

この地域にも飛来し地形にそって堆店した。

最新期になって，火山灰，沖積iif~積物，浪地堆積物などを堆積しながら，現在にお

よんでいる。

VI 応用地質

この図幅地域は，鉱Vf'資源として判竿できるものはない。わずかに石村と砂鉄があ

げられるにすぎない。

VI. l 石材

この閃幅内では，根宅)吾群・根宝J芸層の構成岩相の一部である，粗粒~中粒砂岩お

よび粗面粗末，'L玄武岩を石村として利用している。

砂引は，根宝黒)再・下部に多く介在され，厚さも， 5~20m に達するものがある。

岩賀は， かなり町硬で， 均貝-なな干宇有~i相、羽目をもつている。 現在， 3諸6.7m 三角J点!三1のT南有およぴぴ
、

3お3.0 m i!到独~( 一占立: 車村梓昨??h一日よI'可:;，ι}人点I，、

いには，比 ~:j 8~1O mていどのIIITWf!): Jii主ができており，また河川の流路がほぼ地層

の走向に一致していることから，粗粒~中粒砂岩の厚い地層の伝頭を各所にうること

ができるのまた，流路と河口町!:'との間は，沖積地の琵達がみられ，採石場の条1i:はか

なり nu子である。この砂れは，おもに，道床の割砂利や鉄道の敷石として生産されて

いる。

粗面*hi '{2，i:ぷ武計は，この地崎、では， IN相ljの海岸沿いの地域に，大きな岩休がみられ

るが， I付陀地域では，分イIi もわずかであり，岩休も小規模である。

現在， I司|隔の東 til;に tt:ri場をつくって託行しているが，ここの火成岩休は，岩床状
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岩休で厚さも薄いので，多量の生産は期待て、きないように思われる。そのほか，粗面

粗粒玄武むの百出地点は，地理的条件の豆、い地域が多く，この火戎岩のJ采石を大規模

に行なうことは困難であろう。

VI.2 砂鉄

凶Iii 品の南側海岸に而したガツカラ浜付近の海広には，小区域ではあるが高品位の打

上げ砂鉄が賦存しているの

砂鉄層は， ~丁線から 5~8ml 生地内にあって，厚さ 20~30cm で，その分布範囲は

4x30m2である。砂鉄の着磁率は ， 62.4 何とかなり高品位で-ある。しかし賦存範囲

が民く，厚さも薄いので，企業の対象とはならない。

そのほか，海岸沿いの砂浜には，二各所に打上げ砂鉄はみとめられるが，特筆すべき

ものはない。

VI.3 地下水

この地域は，基盤が根室層群であって， 1許水層となるような岩相は，ほとんど介在

していない。そのために，地下水は不足し，飲料水は，大半の地域では沢水を利用し

ているようである。

しかし，北半部の地域で、は，風 5~1 胡層の基底部に疎層が発達しており，長い滞水層

をつくっている。この地層の発注する地域では，この岩相から，地下水をくみ持げて

おり，水量もかなりあるようであるつ

この風蓮湖層は，厚床一根室を結ぶ国道の北側には広く発達しているが，大半の地

域では，それを欠き，また，平坦台地上にふ段正堆漬物が残されていないので， ~

れらの地域では，今後とも，地下水の獲得はむずかしいと考えられる。
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EXPLANATORYTEXT

OFTHE

GEOLOGICALMAPOFJAPAN

Scale, 1:50,000

ATTOKOandOCHIISHI-MISAKI

(Kushiro-26, 38)

By

KatsutoshiMitani

Shδzo IshiyamaandHiroshiOsanai

(GeologicalSurveyofHokkaido)

Resume

TheAttokosheetoccupiesanareabetweenlat・ 43° 10'-43ー20'

Nandlongｷ145ー15'-145ー30'E. Beingsituatedintheeasternpart

ofHokkaido.

Themapareaistopographicallydividedintothefollowing

threeprovinces:

1)Levelterrace land, 2) Low , generallylevel land, and3)

Floodplainandcoastallowland.

Thestrataconstitutingthebasementvarywithprovince;the

basementofprovince1) iscomposedoftheUpperCretaceous

Nemurogroup, whereasprovince2)hasthePleistoceneFilrenko

formationasitsbasement.

Geology

ThegeologyofthemapareaconsistsoftheUpperCretaceous

Nemurogroup, thePleistoceneFilrenkoformation , terracedeposits ,

threebedsofvolcanic ashes , alluvialvolcanic ashes, andsand
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dunes. TheNemurogroupisintrudedbysheetsoftrachydolerite.

1. Nemurogroup(LateUrakawan-Hetonaian)

TheNemurogroupoccurringinthemapareacomprisesthe

NemuroformationandtheChδboshi formation.

a)Nemuroformation;thicknessmorethan1,800 m.

Thisformationisanalternationofdark-graymudstoneand

bluish-gray, medium-to 五ne-grained sandstone , intercalatedwith

dark-green , coarse-tomedium-grainedsandstone(generallyknown

asMonshisu-ishi), tuff-breccia, tu百， andconglomerate.

Thelowerpart , consistingofalternatingsandstoneandmudｭ

stone,isintercalatedwithmanybedsofcoarse-tomedium-grained

sandstone, 5to20m thickeach. Themiddlepartconsistsof

thicklyalternatedsandstoneandmudstone, andisintercalatedwith

thintu 百-breccia. Theupperpartisthinlyalternatedsandstone

andmudstone, intercalatedwithseveralbedsofwhite-gray, hard

tu 任

TheformationyieldsInoceramusKushiroensisN.&M.

b)Chδboshi formation;thicknessismorethan300m.

Thisformationconsistsofanalternationofmudstoneand

medium-tofine-grained sandstone, intercalatedwithtu 百， tuffｭ

brecciaandconglomerate. A certainhorizonoftheformationis

characterizedbyafaciesoflargescaleintraformationalfolds.

FromtheformationatitstypelocalityontheOchiishicoast

of the Nemuro Peninsula, foraminiferalfossilsindicatingthe

DanianstagehavebeenfoundlatelybyKiyoshi Asano, anda

questionhasarisenthattheCh6boshiformationmaypartially

belongtothepalaeoceneepoch, EarliestTertiary. In view of

stratigraphic succession, however, someproblemsremaintobe

solvedbyfuturestudy.

2. Quaternarysystem

a)Pleistocenebeds

i)Fiirenkoformation;thicknessmorethan13m.

Itconsistsofsand, gravel, mud, volcanicashandpeatyclay.
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ThelowerpartofthisformationyieldsVener u，ρis sp.andMacoma

sp.indicatingabrackish-marinesedimentationalfacies. Theupper

partisadepositofswampylandandshowsafaciesofvolcanic

origin. ApartoftheFiirenkoformationmaybecorrelatedwith

theKushirogroup.

ii)Terracedeposits;

Theterracedepositsconstitutetheleveltableland, 40to10m

abovesealevel , andaredistributedparalleltothepresentcoast

line. Thedepositsconsistsofirregularlyaccumulatedgraveland

sand.

iii)Yarimukashivolcanicash;thickness1.5m.

Thisisdistributedmostlyinthenorthwesternarea, covering

thedissectedtableland. Itconsistsofsandyvolcanicash, fine-

grainedvolcanicashandgravel-bearingbolcanicsand.

iv)Attokovolcanicash;thicknesslessthan90cm.

ItiswidelydistributedcenteringonAttokoandcoveringthe

levelterraceland.

Fromthelithologicfacies , itcanbedividedintotwobeds;

thefirstbeconsistsofyellmvish-brownvolcanicashcontaining

abundantpumice, andthesecondbedisyellowish-browntoreddishｭ

brownfine-grainedloamyvolcanicashcontainingscoriafragments.

b)Alluvialbeds

i)Pumiceousvolcanicash;thicknesslessthan50cm.

Itshowsacharacteristicfaciesthatcanbetracedthroughout

themaparea. Itconsistsofyellowish-brownpumiceousvolcanic

ash, accompaniedbyhumussoilsinthelowerandmiddleparts.

c)Igneousrocks

Igneousrocksofthemapareaoccurassheetsintrudingthe

Nemurogroup. Theybelongtoalkali-basicrocks. Ascompared

withthesimilarrockswhicharetypicallydeJveopedintheNemuro

peninsula, they are 白ner-grained andvoidofzeolites. Biotite

occursonlyinthegroundmass. Therocksarecharacterized

hypersthenephenocrysts.
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i)OlivinetrachydoJerite

ItoccurschieflyassheetsintrudingtheNemuroformation.

Thesheetsareseveralmetersto20metersthick, andaremarked

withcolumnarjointsandcharacteristicradialjointswhichare

called“ Kuruma-ishi ". Therockshowsaslightlyporphyritic

texture, butisgenerallyholocrystalline. Phenocrystsareaugite

>o1ivine>plagioclase>aegirine>hypersthene.Manyofaugiteand

plagioclasecrystalsareaslargeasseveralmilimetersinlonger

diameter.

ii)Trachydolerite

ItoccurschieflyassheetsintheChδboshi formation. Itis

somewhatporphyriticbutonthewholeholocrysta1line. Pheno-

crysts are mostly augite and plagioclase. Pseudomorphs of

olivine-likemineralarerecognized, butdetailsarenotknownas

themineralhasbeencompletelyreplacedbycalcite. A characｭ

teristicofthisrockisthatmanycarbonatemineralswereformed

byresidualmagma.

Eoconomicgeology

Themineralresourcesofthismapareaarestoneforcivil

engineeringandironsand.

Thecoarse--tomedium-grainedsandstoneinthelowerpart

oftheNemuroformation andtheolivinetrachydoleritesheets

intrudingtheNemurogrouparebeingutilizedasballast.

Thecoarse-grained sandstone , occurringasathickbeddisｭ

tributedalongthecourseoftheBettogaRiver, cansupplyagreat

quantityofstoneforcivilengineering.

Beachironplacershowingahighoregrade(62.43~ inmagnetic

concentration)isdistributedinthevicintityofGatsukara-hama,

butitisnotfitforprofitableexploitationonaccountofitslimited

distribution , about4X30x0.3m3 inarea.
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